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概要 

高品質な裸眼立体映像システムによる、自然で円滑なコミュニケーションの実現に向けて、三次元空間を伝搬する光線

の方向と強度の情報を、撮像素子と光学素子アレイを用いて取得する装置を開発した。裸眼立体映像では膨大な情報量が

必要になるため、複数の撮像素子を接合した取得装置を開発することで多画素化を実現した。複数の撮像素子を接合する

手法は拡張性があるため、立体映像のさらなる高品質化を見込むことができる。 

 

１．まえがき 

わたしたちは三次元の空間で生活している。そのため、

人と人との自然で円滑なコミュニケーションの実現に向

けて、高品質な裸眼立体映像システムの開発は、重要な技

術課題である。本研究は、立体映像システムのうち、三次

元空間を伝搬する光線の方向と強度の情報を取得する技

術を、拡張性のある手法で創生することにより、わたした

ちの豊かな生活の基盤となるコミュニケーションの実現

に資することを目的とする。 

２．研究開発内容及び成果 

裸眼立体映像システムとして様々な手法が提案されて

いる。このうち、インテグラル方式は、被写体の撮影と立

体映像の表示の際に特殊な光源が不要で、水平・垂直方向

の運動視差を伴った自然な立体映像の提示が可能である

ことから、人への負荷を掛けずに自然で円滑なコミュニケ

ーションを図る手段として好適である。そのため、インテ

グラル方式を基本原理とした、空間情報を取得する装置に

ついて研究開発を行った。 

インテグラル方式では、三次元空間を伝搬する光線の方

向と強度の情報を、撮像素子と光学素子アレイを用いて取

得するが、高品質で自然な三次元映像を提示するためには、

膨大な量の空間情報を動画像として取得できるシステム

を構築する必要がある。そこで、「複合撮像面構成技術」

「複合光学素子アレイ化技術」「空間情報処理技術」「光学

像シフト技術」の 4 つの技術を軸に研究開発を進めた。空

間情報を取得するシステムにおける、各技術の位置づけを

図１に示す。 

 「複合撮像面構成技術」では、二回の露光でシリコンウ

エハ上に回路を転写することで、1 億 3300 万画素（水平

15360 画素×垂直 8640 画素）を有する撮像素子を試作し

た。撮像素子には R、G、B のカラーフィルタ（ベイヤー

構造で G は R、B の 2 倍の画素数）が装着されており、1

秒あたり 60 フレームで、各色が水平 7680 画素×垂直

4320 画素のカラー画像を取得できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1: 空間情報取得システムにおける各技術の位置づけ 

「複合光学素子アレイ化技術」では、基本となる要素光

学素子アレイを二枚接合することで、全体として多数の光

学素子を有する光学素子アレイを構成する技術を開発し

た。具体的には、水平 188 個×垂直 211 個の光学素子ア

レイを二枚接合し、全体として水平 376 個×垂直 211 個

の光学素子を有する光学素子アレイを試作した。 

「空間情報処理技術」では、複合撮像面で生じる信号レ

ベルの違いや、複合光学素子アレイで生じる信号レベルの

低下を抑圧するための信号処理技術を開発した。複合撮像

面では左右二回の露光で回路パターンをシリコンウエハ

上に転写しているため、左右の露光領域で、撮影される映

像信号のレベルに差が生じる。そこで、レベル差を補正す

る係数を映像信号に乗算することで、左右領域における信

号レベルの差を抑圧した。また複合光学素子アレイでは、

二枚の光学素子アレイの接合部分で、接着剤により光の透

過率が低下し、結果として複合撮像面で取得される映像信

号のレベルが低下した。そこで、接合部分の周囲の映像信

号を用いて、信号レベルの低下を補正する係数を接合部分

の信号に乗算することで、信号レベルの低下を抑圧した。 

 「光学像シフト技術」では、被写体の奥行き方向の幾何

学的なひずみを抑圧した状態で、被写体の光学像をシフト

する技術を開発した。具体的には、屈折率分布レンズを用
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いたアフォーカルレンズアレイを構成することで、光学像

のシフトを実現した。 

 「複合撮像面構成技術」「複合光学素子アレイ化技術」

「空間情報処理技術」を用いて空間情報取得システムを構

築し、被写体の空間像を表示する実験を行った。実験で用

いた空間情報取得装置(1)を図２、被写体(1)を図３、表示

した立体映像(1)の例を図４にそれぞれ示す。図４は、撮

影した領域の一部を切り出して立体映像を表示した様子

を示しており、実際の被写体を観察する場合と同様に、視

点位置に応じて観察される立体映像が変化する（例えば、

点線白枠内の見え方の変化）ことが確認できる。 

 さらに「光学像シフト技術」を組み合わせて、被写体を

撮像し、その空間像を表示する実験を行った。実験で用い

た空間情報取得装置(2)を図５、被写体(2)を図６、表示し

た立体映像(2)の例を図７にそれぞれ示す。図７は、撮影

した領域の一部を切り出して立体映像を表示した様子を

示しており、実際の被写体を観察する場合と同様に、視点

位置に応じた立体映像が観察されることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

裸眼立体映像技術を適用することで、放送、教育、医療、

デザイン、防災、広告など多様な新規サービスや産業への

展開が見込まれる。特に放送では、現行の二次元映像に比

べて、臨場感や実物感の高い立体映像コンテンツを視聴者

へ提供することが可能になるため、SCOPEプロジェクト終

了後も継続して実用化を目指した研究開発を進めている。 

 地域社会の活性化の観点では、観光情報や文化遺産、産

業を魅力的な裸眼立体映像として国内外に発信し、世代間

で継承することで、継続的に観光客や世帯数が増加し、地

域の活性化が期待できる。 

 さらに今後の情報化、高齢化社会では、コンテキストア

ウェアネス技術やユーザインターフェース技術の高い需

要が想定される。これらの技術では、人間、構造物等に対

する高度な三次元空間センシングや、人にやさしいコミュ

ニケーション環境を実現するための、3D 等の超臨場感イ

ンターフェース提示が課題となる。奥行きを含む空間情報

が取得できる本空間情報取得システムは、こうした技術の

研究開発分野に波及して技術的なブレークスルーを生じ、

その結果、社会経済への大きな波及効果を見込むことがで

きる。 

４．むすび 

本研究提案では「複合撮像面構成技術」「複合光学素子

アレイ化技術」「空間情報処理技術」「光学像シフト技術」

の 4 つの技術課題に取り組み、空間情報取得システムを開

発した。本システムは、複数の素子を接合する拡張性のあ

る手法を用いているため、立体映像のさらなる高品質化を

見込むことができる。また本研究課題の実用化には、高品

質な裸眼立体表示システムを併せて開発する必要がある

と考えられ、今後とも継続的な進展が期待される。 
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図 3: 被写体(1) 
図 2: 空間情報取得装置(1)の外観 

図 4: 表示された立体映像(1)の例 

図 6: 被写体(2) 図 5: 空間情報取得装置(2)の外観 

図 7: 表示された立体映像(2)の例 


